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(2) 

議会だより 平
成
元
年
第
四
回
六
月
定
例
町
議
会
 

が
六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
 

五
日
間
の
会
期
で
、
ま
た
七
月
十
四
日
 

と
二
十
五
日
に
は
臨
時
町
議
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

条
 

例
 

⑥
赤
池
町
地
域
改
善
対
策
専
修
学
校
等
 

技
能
習
得
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
貸
与
の
対
 

象
と
な
る
専
修
学
校
等
に
、
規
定
に
よ
 

り
知
事
の
承
認
を
受
け
た
情
報
処
理
技
 

能
者
養
成
施
設
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
（
表
1

」 

⑥
赤
池
町
汚
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
（
表
4

) 

⑥
赤
池
町
立
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
表
 

2
、
3
 
」 

⑥
赤
池
町
民
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

⑥
赤
池
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
立
小
、
中
学
校
屋
内
体
育
館
 

臨
 
時
 
議
 
会
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
‘
平
成
元
年
 

度
赤
池
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
 

の
予
定
価
格
の
金
額
が
、
三
千
万
円
を
 

下
ら
な
い
為
、
町
議
会
の
議
決
を
得
ま
 

し
た
。
 

⑥
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
医
療
費
 

の
高
騰
に
伴
い
、
町
条
例
の
一
部
を
改
 

正
し
た
も
の
で
す
。
（
一
部
表
参
照
）
 

区 分 現 行 改 正 

所 得 割 100 分の9 ,0 100 分の9,1 

資 産 割 100 分の55 100 分の50 

均 等 割 額 18 ,000 円 1 9 ,000 円 

世帯平等割額 20 ,000 円 変わらず 

、
、
ー
ノ
 

(
‘
。
 

‘

、

 

の
使
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
設
 

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

以
上
八
件
の
条
例
は
、
消
費
税
の
実
 

施
に
伴
う
、
各
種
使
用
料
、
手
数
料
及
 

び
水
道
料
金
等
を
改
定
す
る
た
め
条
例
 

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。
 

公
共
料
金
の
消
費
税
追
加
の
問
題
に
 

つ
い
て
は
、
三
月
の
定
例
町
議
会
に
て
 

反
対
決
議
が
さ
れ
、
又
、
こ
の
議
会
に
 

も
「
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
」
請
願
が
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
国
民
の
大
 

多
数
が
反
対
す
る
世
論
の
中
で
、
欠
陥
 

税
制
と
も
い
わ
れ
る
消
費
税
を
公
共
料
 

金
に
転
化
す
る
こ
と
は
赤
池
町
と
し
て
 

も
誠
に
不
本
意
と
ml
『
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
 

ん
が
、
国
は
未
実
施
の
団
体
に
つ
い
て
 

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
す
る
強
い
姿
勢
を
 

示
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
実
施
致
し
ま
す
の
は
、
表
の
と
 

お
り
で
す
。
以
下
の
条
例
は
、
各
常
任
 

委
員
会
で
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担
を
願
 

い
心
苦
し
い
次
第
で
す
が
、
ご
理
解
と
 

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

区 分 金 額 

一般世帯 

基本料金 1戸にっき月額 L000円 

使用料金 
水道使用料ld当り 1 10円 

(im'未満はすべて切上げ） 

一般世帯 

以 外 
基本料金 

スーパーその他住宅以外のもの 

別に協議決定 

。コ 

ミ
 

し
 
尿
 

種
 

」

J

 

口刀 

一 
ケ
 

月
 

従

量

制

 

取
扱
区
分
 

単
 

位
 

金
 

額
 

一
世
帯
当
た
り
 

四
六
〇
円
 

川
」
く
二
、
ト
J ー

ま
（
1
廻
）
 
川
川
〇
田
 

薬
剤
容
器
料
及
び
治
療
材
料
 

実
 
費
 

証
明
書
交
付
手
数
料
 

一
件
に
つ
告
 

特
別
室
使
用
料
 

患
者
一
人
で
入
室
の
者
 

一
日
 

患
者
二
人
で
入
室
の
者
 

一
日
患
者
一
人
に
付
 

新らしくこられた先生です 
（町立病院） 交通マナーアップ推進大会 

激
増
す
る
交
通
事
故
o

こ
 

の
忌
し
い
事
故
を
な
く
す
為
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
〔
七
月
 

二
十
一
日
ー
八
月
二
十
日
〕
 

を
前
に
し
た
、
七
月
二
十
日
 

田
川
市
の
青
少
年
文
化
ホ
ー
 

ル
で
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
 

進
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
o
 

大
会
の
後
、
田
川
警
察
署
 

前
か
ら
下
田
川
、
上
田
川
の
 

ニ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
交
通
安
 

全
を
願
い
、
白
バ
イ
、
パ
ト
 

カ
ー
が
先
導
し
パ
レ
ー
ド
を
 

行
い
ま
し
た
。
大
会
の
中
で
 

採
択
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
 

次
の
と
お
り
で
す
o
 

〇
思
い
や
り
の
心
で
も
っ
て
 

交
通
死
亡
事
故
を
抑
止
し
 

、
 

表① 

二
百
五
十
円
 

六
百
円
 

三
百
円
 

④
 

表
 

②
③
 

表

表

 

A パレートの前に 田川警察署にて 

〇
地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
族
を
追
放
し
よ
 

、つ 
〇
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
た
が
わ
私
は
交
差
点
 

よ
う
 

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
す
 

え・【。×宮B
マ
【
妾
妾
妾
妾
童
童
妾
B

マ羊【童童・【かマ蒼・りマ茅x
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・苦 

内科医長 
大屋 正文 

本
年
七
月
一
日
よ
り
、
町
 

立
病
院
内
科
に
勤
務
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
地
 

は
朝
倉
郡
小
石
原
村
の
診
療
 

所
で
し
た
が
、
最
後
の
方
で
 

体
調
を
崩
し
た
結
果
、
し
ば
 

ら
く
入
院
と
な
っ
て
し
ま
い
 

ま
し
た
。
現
在
は
完
全
に
回
 

復
し
快
食
・
快
眠
・
快
便
の
 

健
康
体
の
有
難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
o
 

そ
う
し
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
入
 

院
や
通
院
が
必
要
と
な
る
『
病
気
』
と
 

は
実
に
や
っ
か
い
な
『
お
荷
物
』
で
は
 

あ
っ
て
も
、
 

一
面
に
は
日
常
で
は
経
験
 

で
き
な
い
多
く
の
こ
と
を
知
る
絶
好
の
 

『
機
会
』
に
も
な
り
得
る
こ
と
で
す
。
 

現
在
、
内
科
は
ど
こ
で
も
慢
性
疾
患
が
 

多
く
、
い
か
に
病
気
と
付
き
合
っ
て
い
 

く
か
、
こ
の
点
が
医
師
・
患
者
と
も
に
 

最
大
の
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
病
気
 

を
い
い
機
会
と
し
て
日
常
生
活
を
点
検
 

し
、
よ
り
健
康
な
方
向
を
目
指
し
て
い
 

き
た
い
も
の
で
す
。
 

変
更
・
設
置
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
変
更
‘
四
月
臨
時
 

議
会
で
議
決
さ
れ
た
「
平
成
元
年
度
産
 

炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
地
域
 

改
発
就
労
事
業
」
 
の
各
工
事
に
お
い
て
 

単
価
改
正
が
行
わ
れ
、
設
計
変
更
の
必
 

要
が
生
じ
た
こ
と
、
又
、
消
費
税
の
実
 

施
に
伴
い
請
負
金
額
に
変
更
が
生
じ
る
 

為
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
田
川
地
区
水
道
企
業
団
の
設
置
‘
企
 

業
団
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
 

法
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
団
体
の
議
会
 

の
議
決
を
得
て
規
約
を
定
め
知
事
の
許
 

可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
統
 

一
の
議
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
 

変
更
‘
事
業
の
追
加
に
よ
り
、
計
画
 

の
変
更
が
生
じ
る
為
、
過
疎
地
域
振
興
 

特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
変
更
し
た
 

も
の
で
す
。
 

一 

般
 
質
 
間
 

岡
厚
生
省
発
表
の
国
民
医
療
総
合
対
策
 

本
部
の
中
間
発
表
（
今
後
の
医
療
対
策
）
 

自
賠
用
診
断
書
 

身
体
障
害
、
厚
生
年
金
等
に
要
 

す
る
診
断
書
 

そ
の
他
特
殊
診
断
書
 

警
察
、
裁
判
所
に
提
出
す
る
診
 

断
書
（
死
体
検
案
身
吾
む
）
 

生
命
保
険
等
の
診
断
書
 

死
亡
診
断
書
 

各
種
免
許
の
際
の
診
断
書
（
自
 

動
車
、
調
理
、
理
髪
等
）
 

会
社
欠
勤
の
際
の
診
断
書
 

入
社
、
入
学
時
の
診
断
書
 

種
 

j
 

別
 

一
件
に
っ
き
一
一
、
〇
六
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き

三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き
三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き

三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き
三
、
〇
九
〇
円
以
上
 

一
件
に
っ
き
一
一
、
〇
六
〇
円
 

二
通
目
よ
り
 

五
一
〇
円
 

一
件
に
っ
き
 
二
五
四
〇
円
 

一
件
に
っ
き
 

五
一
〇
円
 

一
件
に
っ
き
 
二
五
四
〇
円
 

（
診
断
料
、
簡
単
な
検
査
を
含
む
）
 

手
数
料
の
額
 

交
通
安
全
を
願
っ
て
 

◆
上
野
・
市
場
小
学
校
へ
 

黄
色
の
傘
を
贈
呈
 

（
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
）
 

三III

三
三
三
三
三
三
三
三

II

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
 

もしかの 
時のために 

「
備
え
あ
れ
ば
 

う
れ
い
な
し
」
。
 

何
か
あ
っ
た
時
の
 

為
に
、
普
段
か
ら
 

備
え
て
お
こ
う
と
 

赤
池
町
第
五
分
団
 

大
谷
地
区
消
防
団
 

員
の
方
が
、
七
月
 

三
日
、
上
野
高
見
 

台
に
あ
る
防
火
水
槽
の
整
備
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

皆
さ
ん
、
日
常
の
仕
事
を
終
え
た
午
 

後
五
時
三
十
分
か
ら
雨
が
降
る
と
い
う
 

悪
条
件
の
中
、
水
槽
周
辺
の
草
を
刈
っ
 

た
り
、
側
溝
に
フ
タ
を
し
た
り
、
汗
を
 

流
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
o
 

に
つ
い
て
、
赤
池
町
の
対
応
を
お
尋
ね
 

し
た
い
。
 

同
人
生
八
十
年
の
時
代
か
ら
百
年
に
な
 

る
の
は
そ
う
遠
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
健
康
で
長
生
し
た
い
の
は
、
人
 

間
誰
で
も
持
っ
て
い
る
願
望
で
す
。
そ
 

れ
に
応
え
る
べ
く
今
後
の
医
療
行
政
を
 

進
め
て
行
き
ま
す
。
又
、
国
の
医
療
行
 

政
が
こ
れ
以
上
地
方
公
共
団
体
に
転
化
 

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
更
に
働
き
 

か
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。
 

赤
池
町
の
将
来
の
医
療
問
題
を
、
福
 

祉
施
策
な
ど
を
絡
め
な
が
ら
行
っ
て
い
 

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

報
 

告
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
 

計
算
書
◇
三
月
議
会
で
議
決
さ
れ
た
 

繰
越
明
許
費
予
算
の
計
算
書
の
調
整
し
 

た
も
の
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
事
業
年
度
赤
池
町
土
地
 

開
発
公
社
決
算
‘
地
方
自
治
法
に
よ
 

る
法
人
で
あ
る
た
め
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

請
願
・
決
議
 

⑥
西
町
生
活
道
路
設
置
に
関
す
る
請
願
 

‘
産
建
委
員
会
に
付
託
 

⑥
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
請
願
‘
採
択
 

⑥
暴
走
族
追
放
に
関
す
る
決
議
‘
決
議
 

⑥
中
国
政
府
に
よ
る
非
人
道
的
暴
挙
に
 

対
し
抗
議
す
る
決
議
‘
決
議
 

エ
 
事
 
請
 
負
 

⑥
工
事
請
負
の
締
結
‘
平
成
元
年
度
明
 

政
第
ー
ボ
タ
山
災
害
防
止
工
事
の
予
定
 

価
格
が
、
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
 

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

【福岡会場】 

日時／9月4 日（月） 13時～17時 

場所／フアッションビル8階ホール 

福岡市博多区博多駅前2-10-19 

参加企業／福岡地区・筑後地区の地 

場中堅企業を中心に150 
社を予定 

来春大学等を卒業する皆さん 
ー「福岡県合同会社面談会」のご案内― 

（企業と学生の直接面談） 
【北九州会場】 

日時／9月5日因13時～17時 

場所／九州厚生年金会館会議室玄海 
場 北九州市小倉北区大手町1み3 

参加企業／北九州地区・筑豊地区の 

地場中堅企業を中心に70 
社を予定 

I 道路を守る月間一1日～31日（建設省） I 
水の日・水の週間-1日～7日（国土庁） 


